
【基本施策7】　区民が気軽にスポーツができる環境の整備

所属名

事業№ 事業名
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事業概要

計画目標

２８年度
実績等

評価の理由

課題など

所属名

事業№ 事業名
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事業概要

計画目標

２８年度
実績等

評価の理由

課題など

スポーツ振興課

区立スポーツ施設の環境整備

区立スポーツ施設の改築・改修に伴い、ユニバーサルデザインの考えを取り入れたバリアフリー化の
促進を図る。

継続
目標に対する評価
（28年度末現在）

A：計画目標を上回って達成した

・各館共通の問題や、個別の問題など、各指定管理者から報告を受け、全館で共有する場であるとと
もに、区からの全館に対する報告事項を発信する場でもあるので、今後も定期的に会議を開催してい
く必要がある。

・碑文谷体育館のスロープの設置
・中央体育館大規模改修の決定

・碑文谷体育館にスロープの設置を行い、バリアフリー化を促進した。

・砧野球場・サッカー場管理事務所については、バリアフリーの対応がされていないため、継続して検
討していく。

スポーツ振興課

指定管理者連絡会

区立体育施設の管理運営業務を円滑に実施するため、情報交換や業務の調整を図る。

拡充
目標に対する評価
（28年度末現在）

B：計画目標を達成した

年10回開催

・定期的に会議を開催することにより、全館に係る情報を共有する場として、また区と各館との情報の
やり取りの場としての機能を果たすとともに、区及び各館相互のコミュニケーションの場としての機能
も果たしており、有意義な機会となっている。
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所属名

事業№ 事業名
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事業概要

計画目標

２８年度
実績等

評価の理由

課題など

所属名

事業№ 事業名
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事業概要

計画目標

２８年度
実績等

評価の理由

課題など

スポーツ振興課

指定管理者運営評価委員会の実施

指定管理者が行った区立体育施設の管理運営業務が適切に運営されたかを評価し、評価結果に基
づき、住民サービスの向上と経費の効率的な活用を図る。

継続
目標に対する評価
（28年度末現在）

Ｂ　計画目標を達成した

多様な健康器具を設置するためには、一定以上の規模の面積が必要である。

前期　2回、後期　2回
計4回開催

・指定管理者運営評価委員については、学識経験者、経営に関する有識者及び区民で構成されてお
り、サービスの実施に関する事項、経営能力等に関する事項及び管理運営経費の効率的な活用につ
いて、適切に評価されている。また、評価結果の指摘事項に基づき、各指定管理者が、住民サービス
の向上と経費の効率的な活用を図っている。

・区民の声をより反映させるため、区民委員の定数については、増員すべきとの意見があるため、次
期（第3期）の指定管理者運営評価委員会については、検討していく。

みどりと公園課

区立公園の有効活用

健康器具の設置や運動のできる広場の確保等、気軽に運動が楽しめる公園等の整備を進める。

継続
目標に対する評価
（28年度末現在）

C：計画目標を一部達成した

健康器具（背伸ばしベンチ）の設置　上四児童遊園　１基

公園等改良時に一定程度、健康器具の設置を行った。
新規の運動できる広場の確保には至っていない。
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所属名

事業№ 事業名
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事業概要

計画目標

２８年度
実績等

評価の理由

課題など

所属名

事業№ 事業名
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事業概要

計画目標

２８年度
実績等

評価の理由

課題など

スポーツ振興課

学校開放（校庭・体育館・格技室・武道館・プール）の実施

学校教育に支障のない範囲で、区立学校の施設を区民に開放することで、区民の生涯学習及びコ
ミュニティ形成の場、地域におけるスポーツ振興と区民相互の交流促進を図る。学校ごとに住区住民
会議の構成員、学校職員、ＰＴＡの構成員、スポーツ推進委員等から組織される学校開放運営委員
会が運営を行う。

継続
目標に対する評価
（28年度末現在）

Ｂ　計画目標を達成した

①今後とも継続していきたい
②団体活動を継続する上で、高齢化等による会員の減少が課題である。
③ニーズに対応し、可能な運動・スポーツ種目を増やしていくことが課題である。

①校庭　団体開放：32校　3,551回 　132,953人、学校ひろば：24校　1,998回　 37,742人
②体育館　団体開放：32校　9,219回 　218,576人、個人開放：18校　564回　 7,211人
③格技室・武道室　団体開放：2校　502回　7,600人
④プール開放 9校　173回　 6,136人

・27年度からプール開放の実施校が６校から９校になり、夏休み期間に子ども達の居場所が確保でき
た。
・リオデジャネイロオリンピックの影響か、28年度は体育館個人開放の利用者がかなり増加した。
・例年の猛暑の影響か、校庭の利用回数は若干減少した。

・団体開放は利用団体の増加により、どの学校も団体の希望どおりの利用ができにくくなっている。
・学校ひろばや体育館個人開放の指導員、プール開放の監視員等の確保が難しくなっている。
・学校ごとに運営委員会の活動の温度差がある。

各地区サービス事務所
生涯学習課・高齢福祉課

区有施設における有効活用の実施

運動・スポーツが可能な区有施設について、団体に対して貸しだしを実施する。

継続
目標に対する評価
（28年度末現在）

Ｂ　計画目標を達成した

①住区センター： ダンス、舞踊、気功、ヨガ、太極拳、体操など
②社会教育館等： ダンス、舞踊、気功、ヨガ　太極拳、体操など
③老人いこいの家： 手のひらバレー、ストレッチ、体操　ヨガ等

①継続的に利用している団体も多いので貸出目標としては達成されているため
②区民が定期的に活動を続けることで、自身の健康維持や体力向上及び地域コミュニティづくりに貢
献している。
③老人いこいの家について、運動・スポーツが可能な区有施設として団体に貸し出しを実施したため
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所属名

事業№ 事業名
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事業概要

計画目標

２８年度
実績等

評価の理由

課題など

所属名

事業№ 事業名

56

事業概要

計画目標

２８年度
実績等

評価の理由

課題など

・指定管理者が実施するスポーツ事業開催時にアンケートを実施した。
・年1回のアンケート調査を実施した。

・年1回、区で実施するアンケート以外にも、各体育館で独自でアンケートを実施したり、意見箱等を設
置して、利用者のニーズの把握に努めている。利用者からの意見により、教室の開始時刻を遅くした
ところ、利用者増につながったなど、アンケート実施の効果があった。

・アンケート等による意見について、全てが対応可能ではないため、対応が難しいものについては丁
寧に説明をして、理解が得られるよう心がけているが、場合によってはトラブルに発展することもあ
る。アンケート等による意見について、職員間での共有化と、より丁寧な対応と説明が必要となる。

スポーツ振興課

利用者アンケート・モニタリングの実施

スポーツ事業に対する継続的な評価とその結果に基づいた業務の改善を行うため、指定管理者が実
施するスポーツ事業開催時に参加者へのアンケート調査及び、施設利用者の満足度調査を年１回実
施する。

継続
目標に対する評価
（28年度末現在）

Ｂ　計画目標を達成した

実績なし

（＊目黒区世論調査は3年に一度実施している。次回は29年度に実施）

区民の声課

目黒区世論調査の実施

区民の生活実態の把握及び区政の各分野について区民の意識、意向、意見や要望を把握する。

継続
目標に対する評価
（28年度末現在）

―
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所属名

事業№ 事業名
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事業概要

計画目標

２８年度
実績等

評価の理由

課題など

所属名

事業№ 事業名

58

事業概要

計画目標

２８年度
実績等

評価の理由

課題など
・スポーツ情報紙の購読率向上
・ＳＮＳなどを活用した情報の発信
・東京２０２０大会に向けた気運醸成のための情報を充実させる。

継続
目標に対する評価
（28年度末現在）

A：計画目標を上回って達成した

①広報紙「めぐろスポーツニュース」（月１回発行）を創刊した。（２８年４月～）
②区が実施するスポーツイベントや講習会、スポーツ表彰、オリパラ気運醸成事業情報を広報紙やＨ
Ｐで情報を発信した。

新たにスポーツ専門の広報紙を発行した。

・各スポーツ関連団体から得た情報を、総合型地域スポーツクラブの設立準備、めぐろスポーツまつ
りの実施、中央体育館改修等、各事業の実施に活かした。

・各スポーツ団体からの情報の収集や交換については、各々の団体との日頃からの協力体制が欠か
せないため、今後も各団体との連携を深めていく。

スポーツ振興課
オリンピック・パラリンピック推進課

区内外のスポーツの情報発信

区ホームページなどを活用し、区内外のスポーツ情報を発信する。

スポーツ推進委員や目黒体育協会などのスポーツ関連団体と情報交換等を行い、より効果的なス
ポーツ事業の実施に役立てる。

新規
目標に対する評価
（28年度末現在）

Ｂ　計画目標を達成した

・スポーツ推進委員協議会の全体会等へ事務局として参加、スポルテ目黒の理事会等にオブザー
バーとして参加、体育施設の運営等で目黒体育協会との情報交換等、スポーツ関連団体からの情報
収集・情報交換を適宜行った。

スポーツ振興課

スポーツに関する情報の収集
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